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世界一軽くて、小さくコンfパクト
現場測定に携わる方に、信頼のツール

普通騒音計 NA・24，NI-02， NA・20
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リ河:Jの同j四測定器



Range(dB) 
.90-130 
・70-110(Cal)
・50・90・・1・30-70 

• 
SOUND LEVEL METER ~国

INTEGRATING 4国
RION 

SOUND LEVEL METER 

RION 

普通騒音計 NA-24(デジタJレ型) 普通騒音計 NL-02(積分平均型)

yzインチエレクトレットコンデンサー型

マイクロホン

@レンジスイッチ

測定レンジの切替

90-130dB、70-110dB、50-90dB、

30-70dB 

@ファンクションスイッチ

A(周波数補正回路A)、C(周波数補正回

路C)、Cal(94.0) dB (校正信号)、OFF(電

源)を選択

。表示部

@表示モードスイッチ

Inst(瞬時値)/MaxHold(最大値)の切替

@リセットボタン

ホ-)レドされた最大値をリセッ卜

@動特性スイッチ

Fast/Slow切替

@ラン/ポーズボタン

測定を開始するとき、及び測定を中断する

ときに押す

0;J!1]定時間設定ボタン

手動によって測定(経過)時間を表示させる

とき、及び自動測定(時間:lOs、1min、5min、

10min、1h、8h、24h)を選択するときに押す

@リセットボタン

各モードの測定値、及ひ測定時間をリセッ卜

@モード設定ボタン

騒音レベルLp、等価騒音レベルL刷、単発

騒音暴露レベルLAE、測定時間の選択



1I 

周辺機器によりシステムメソブO

-騒音レベルの測定から記録、

周波数分析へと発展

騒音レベノレの測定は、すべてめ騒音測定

における基本ですが、綴音測定の目的や対

象によって、測定の方法は多岐にわたります。

騒音規制法等による規制値に対比する測定

ならば、変動のようすや後日の証拠となるよう

な測定方法が要求されます。また騒音防止

のための測定てやは、その綴音がどのような周

波数成分から構成されてL、るのか周波分析

をしなければなりません。

普通騒音 計NA-24' NL -02は、これらの

目的のため出力端子を持ち、レベルレコー

ダ一等の関述機器を用いて騒音測定を発

展、システムアップすることができます。

・騒音レベルの変動のようすを記録

騒音レベソレを読みとる手数を省いたり、正

確を期すため、また変動のI幅ゃょうすを知る

ため、さらに後日 の証拠とするためにレベル

レコーダーを使用することが一般的となって

います。

レベノレレコーダーは騒音計や周波数分

析器の出力信号を、dBの等間隔目慌を持

つ言己5北市iU:.(こアナログ言己5去をするもので、す。

.仕様

型式承認番号

レベルレコーダーLR-04とその記鉢例

レベノレレコーダーの性能は]ISC 1512に組

定され、騒音計の指示値とレベノレレコーダ

ーの 記録値に差 がてなし、ょうレコーダーの

ペンの応答は、指数応答形であることカf示

-周波数帯ごとに分解する周波数分析

騒音の防止対策を考える場合、その音の

特性を把握する必要があります。騒音は非

常に複雑な波形をしてし、て多数の周波数成

分が合成されてし、ます。この複雑な現象を特

定の周波数帯ごとに分解することを周波数

分析とL、い、 騒音計の出力信号を見オクタ

ーブ分析器などに接続して行L、ます。

されています。 y，オクターフ、夫i時間j分析l*SA-27i:その分析fl'IJ

NA-24 NL・02

第S-26号 第S-27号

適用規格 計量法・]ISC 1502、IEC651 計益法・jISC 1502、IEC651・804

測定範囲 JIS表示 . 30-130dB(A) 

35-130dB(C) 

IEC表ホ 30-130dB( A) 

33-130dB( C) 

測定レンジ 30-70dB、50-90dB、70-110dB、90-130dB、4段切替

周波数範囲 20-8000Hz 

周波数補正回路 AおよびC

マイクロホン yzインチ・パックエレクトレットタイフ。コンテpンサ一マイクロホン(UC-52) 感度約一33dB

検出回路 nの笑対1)1直(TrueRMS) 変換精度:土02dB(CF2) :!:05dB(C.F3) 

動 特性 FastおよびSJow

測定モード INST(瞬時値)およびMax.Hold(最大値ホーノレド)

測定項目 騒音レベノレ、音圧レベノレ
綴音レベソレ・音圧レベノレ(LP)、等価騒音レベノレ(LeQ)、

単発騒音暴露レベノレ(LAE)

L同等演算
サンプリング:30msec 

測定時間1:自動(lOsec、1・5'lOmin、1・8・24h)および手動

表 示 部 4桁(けた)LCD、分解能 OJdB、表示周期 :1秒

警告表示 オーパースケーノレ :最大表示値の約+8dBで 'Over"のランフ。点灯

アンダースケール最小表示値の約 1dBて"Under"のランプ点灯

ラッチ式オーバースケーノレ:オーノずースケーノレが起きるとOverの文字が表示し続ける

校 正 内蔵発振器による電気的校正 1000Hz

出力端子 交流出力 :1.0Vrms(フルスケーノレ)、レベル化直流出力・20V(フノレスケーノレ)

使用jE湿度範囲 -10-+50'C 10-90%RH 

電 ;原
単ニ形乾電池2本、AC100V(ACア夕、プタ-NC-27)

連続使用(マンカ守ン電池):約20時間(NA-24)、約16時間(NL-02)

寸法・重さ 約22X7x3cm'約270g 約22x7x3cm約290g(電池含む)

構 成 本体…l、防風スクリーン(WS-10)"'1、携帯ケース l、単三形乾屯池 .2、ACアダプター(NC-72)"'l、出力コード l 



騒音と騒音計
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-騒音

われわれの周阿には種々雑多な千子力37itに取りまL、ています。こ

の雑多な音のなかから人は、自分に必要な7Tだけを取り出して

利用し、不要なものは捨てています。その人にi主要てない音や心

理上、生理上好ましくなL、影響を与える音はい好ましくなL、背Hであ

り、、無い万がよL、背かと判断されます。

このように帆無い方がお、音"、、好ましくないTfη を一般に騒音t
H乎びます。したカfって騒音とはその人の主観的な判断によるものと

L火、客観的に規定することは不可能で、あるとし、えます。しかしなが

ら騒音に対するわれわれの日常の表現は、、うる凱、'1"うるさくなL""

U、うのが詳辿なところから騒音は音の大小てい評1Illiしています。そ

こで騒音のillll定は、音の大小の物理!止である音圧を、 ljの特性

などを)j1.益してiWI定することになっております。

この工Iの!必!支て補正した音圧レベノレを!騒音レベソレとL、L、これ

をはかるのが騒音計てす。また騒音計は一般的に7T圧レベルを

もはかることカfて。きるようになっています。
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-騒音計

局長背レベJレは計匙法に決められた計量単位であるため、それ

を計る計量器である騒音計の性能は計量法や H本工業規絡

(jIS C 1502、1505)て規定されています。

普通騒音計NA-24 、 NL-02~'!は、音響 ;WI定器としての規物

を満足し、さらに'陀能の粘度と安定性をはかるため多くの部品お

よび回路から図2のように構成され出品音計としての機能をはたしま

す。
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tJ出力場予

囲網 A 纏 目 量 聖
書各滋 .. _l一 耳 語

数 8・・・ 幅 ・・・ー 由 来
綱 同計
正 c It 路鰐

電 』震
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次にI!;ift'f'r'計特有の'It能と機能を簡 単に説明します。

@マイクロホン

マイクロホンは測定可能な騒音レベノレと周波数範囲を決める

もので駁背計の心臓部U、えますNA-24、NL-02'¥'Jては音符

;HlI定器として実績を持ち、性能はもちろん長期間にわたる性能*11

f持1干=に{伝丙訓中似l良川[，付'1性|
ンサ一マイクロホンsを?装f備蔚しています。
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側三l || |2|||  |3|l|  1.J 
周波数 (Hz)

1'<[3 UC 52引マイクロホンの周波数レスホンス

@周波数補正回路

われわれの耳の!創立は周波数によって変わり、!日lじ音圧の昔

もその周波数が異なると大きさが辿って感じられます。この音圧を

羽の!創立て、補正するのカf周波数字fliA回路.A特性で、この回路

を使ってil!il定した11引を!騒音レベノレとし火、dB(A)(またはホン(A))

て1]，します。C特性は、物理量である背圧レベノレに;.5:似した仙を

〆J'します。
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@動特性

メーターの指針の動きに|長jする)孔AてFastとSlowがあります

図5のように音が何秒続くかによって桁小官tiカザもなり、1000Hzの

背カ fFastて'lìO.2秒続いたとき-1~?5dB 、 SlowてlìOSf少で~4
::!::2dBの範凶でそれぞれ具;他より(氏ぃ111(を示すようlこなってL、ます。

レ
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.等価騒音レベルLeqによる騒音評価

彩、連は多くの騒音にさらされ、心理上、'[:_J史上好ましくなL、日3
，.~~(をうけています。 その代表的なものは、交J.Lú .I.騒音、工場騒音など

で、その騎手fレベルは一般に図6(こ刀、すように、時Rljとともに大きく

変化しています。このような環境騒音の評価にたし、へん有効U、わ

れてL、る等価騒音レベ、ノレLeqli、ある時tMI内で変動する騒音レ

ベノレのエオ、/レギーを、同時間内の;iii??j騒音のエオ、/レギーに置

きかえたものでザす。図7の塗りつぶされた部分が図6の等価騒背

レベノレをノJ'しています。

また、鉄道や航空機のような一過性の騒音に聞しては単発騒音

訴:ぷレベノレ LAEによる評価法があります。 Leq 1:~もなるのは、1秒 Il \J

の定'出版育エオJレギーに置きかえた点てす。
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単純な操作な誰にでも。熟練不要
umm主催慢出駐盟主t:mi山 TIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII正直荘由自亜朗自由亜血盟主車韮亜謹亜珪E

写真はNL-02型です。

-用途

・環境、交通、航空機などの騒音問題の調査

・工場、事務所などにおける労働衛生に関する騒音測定

・産業機械、事務機器、自動車などの騒音測定及び対策後の評価

・病院、デパート、公共施設などにおける音量管理

・建築現場での音量管理や遮音効果の測定

.特長

@片手操作のシンプル設計
使用頻度の高いレンジ‘スイッチの操作Li左手t:."けて、てきます。

電源スイッチ、iWJ定前後の校正、周波数補正回路を選択する一連の操作lil個のファンク

ションスイッチにまとめた高操作性。単純な操作で、誰にでもiWJ定てきます。

@騒音レベ、ノレと等価騒音レベ、ノレ測定の2器種

騒音レベノレì~IJ定と機能性を追求したNA-24と騒音レベノレのほかに等価騒音レベノレと単

発騒音暴露レベノレを同時に測定しなカfら表示の切替だけで読み取れるNL-02の2器種

@信頼性と実績のマイクロホン
すでに20年前に確立したエレクトレッ卜技術。このセンサー技術に裏打ちされた計測用

パックエレクトレットタイフ。の括インチコンテ、、ンサマイクロホンを使用。

。大型液晶表示。4桁(けた)でO.ldBの分解能
全ての騒音測定器を長年開発してきた情報に裏付けられた40dBの表示ダイナミックレ

ンジと必要な部分を大きく表示した大型液品テ河スプレー。

@周波数分析や記録のために交・直流出力
騒音のデータ集録に欠かせない交流出力はDAT(テージ、タノレオーテ河オテープレコーダ

ー)の夕、、イナミックレンジ、にも対応する75dB(1l0dB、130dBレンジ、において)

@少なし、消費電力
専用電源部、専用ICの使用による省エオ、ノレギー設計て‘可能となった単三形乾電池21闘

で連続20時間駆動。

-概要

普通騒音計NA-24とNL-02型は、騒音

の測定に慣れていない方にでもすぐお使L、い

ただける、最もシンフ。/レな現場iWJ定用の騒

音計です。

NA-24型は、あらゆる騒音の測定に用い

られる騒音レベソレや音圧レベノレカf測定て、き、

L-02型は、騒音レベソレ等のはかに環境騒

音の評価値てある等価騒音レベノレ(Leq)

や単発騒音暴露レベノレ(LAE)の測定がで

きます。

騒音計の心臓部であるマイクロホンには、

長期間にわたる性能維持に実績t信頼性を

持つ、UC-52型パックエレクトレットタイプ

のコンデンサマイクを用いています。大型の

見やすいillUd，表示音Ijti40dBの広い範囲を

表示し、オーバー/アン夕、、ースケーノレの表示

によって、制定上の誤りを|坊Yます。

-出力端子等の部分(側面)

@直流出力端子

直流レベル化信号を出力

@交流信号

交流信号を出力

@外部電源接続端子

ACアダプタ-NC-27を接続

@校正用ボリューム

校正時lこ@表示部の表示をrgO.OJに設定

する



普通騒音計 NA・20

騒音の変動のようすがわかる、メーター方式の騒音計
"n!HlllflHffm，m::'ILAftl :ヨ出ー主主Illi広三m;';_~:: . ，，'-J"]IIL L.~， !!;lllmmmmmHllm '併桝出握盟盟問車

-仕様

型式承認番号 :第S-16号

適用規裕:計量法・JISC 1502、IECType2 

DIN45634・8S3489、ANSIS1.4 
Type2 

測定範囲:27-130d8(A)、35-130d8(C)

40-130d8(FLAT) 

周波数特性:周波数補正特性A、CおよびFLAT

A、C特性は20-8000Hz

FLAT特性!J:.l0-20OOOHz 

士1d8(増幅器)

マイクロホン:1インチ型コンテ、ンサ一マイクロホン

(UC-25/~~ ) 
メ ー タ ー :リボ‘ン支持方式

検出回路trueRMS(真の笑~1J値)

波高率(CrestFactor) 

C.F5て0.2d8、C.F10て0.5d8

有効目盛25d8、1d8ステップ等11¥1

隔目盛、動特'凶 FAST、SLOW
;成 衰 器:10d8ステッフ。9段(メータ一件l表7J、)

校 正。 内蔵発振器による冠全t的校正

交流出力端子:出力電圧(故大桁η、11寺)lVrms ~司r

測定の精度・信頼性に使い易さをプラス
-概要

本器は当社設計|俸の多年の経験M庁究

により在来形の特長に、さらに精度 ・信頼

性 ・使L、易さを徹底追求し、改良を加えた

小型、軽量ノ、ンテ河タイプの普通騒音計で

す。

適合規格は計量法'J1Sの園内規格はも

とより1EC、DlN、ANS1、BSなど最新の国

際・外国規格を以前jたしております。

またオクターブーフィルターユニットをはじめ

各極専用オフ。ションを結合することにより多

用途に5十iHIJのシステムアップをはかることが

できます。

計量法による型式承認番号

第S-16号

-特長

・25dB幅のメーター方式の騒音計

騒音は常に変動していることカf一般的てや

す。従って騒音測定にあたっては、騒音レベ

ノレを知ることと同時に、変動のようすや変動

の幅を知ることも重要な要素になります。メー

タ一方式の騒音計はこの変動の状態を知

るのに大きな優位性を持ち、25dB幅のワイド

レンジメーターは特殊な場合を除きlょとんど

レベソレ切替をせずに指示値の読取ができ

ます。

.IEC、ANSI、DINなど世界の規格に適合

・高精度を担う新型ボテ'ィー

小型軽量てツマミを含めて音量的に優れ

たデザインを採用し測定精度の向上と片手

操作を実現し;ました。(意匠登録 No53-9062)

・1インチコンデンサマイクを使用

電 源(1)単三乾電池4伽l

j生続使用時間i
マンヵーン屯池*(J1511.'fIl¥1
アルカリ屯池約3011年11¥1

(2)l00V、AC(付以のACアターフ。タ

一使用)

使用温湿度範囲ー -10・-50'C、10-90%

寸法 ・重さ.約26x 11 X 6cm' ki!80g 
構 成'本体 111̂1 マイ クロホン 111制

ACアタフ。ター 111占1I坊!武スクリー
ン 1111iJ乾泣池(峠.三)4例 収 納

ケース 111占|

専用ユニットてoシステムアップp

.-.I!!L晶

... . 

右ヵ.，，){，オクターフフィノレター(NX-02A)、デ可ジタノレユ
ニット(DA-03)、オクターフfフィルター(NX-OIA)

本社・営業部 東京都国分寺市東元町3丁目20番41号
<<!!>185 TEし (Q423)22-1133(大代表)

東京営業所 東京都渋谷区代々木2丁 目7番7号池田ビル 九州リオ ン鮒信岡市博多区庖屋町5-22朝日生命福岡第2ビル

~151 T Eし(03)3379 -5 5 2 1 (代表) ~812 TEL (092)281-5366(代表)

大阪営業所 大阪市北区西天満6丁目8番7号電子会館ビJレ

~530 T E L (06)364-3671 (代表)

名古屋営業所 名古屋市東区泉 lTEll番29号堀田ビル

哩11>461 T E L (052) 961-1 5 3 1 (代表)

仙台営業所 仙台市青葉区本町 1丁目 10番 12号 Sビル

~980 TEL (022)221-4547 (代表)

広島営業所 広 島 市 中 区 宝 町 1番 15号 宝町ピル

~730 T E L (082)243-8 8 9 9 (代表)
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